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 趣  旨  

美術は人が人らしく生きるための祈りの表現です。かつて、その表現が押し殺された

時代がありました。平和は美術の前提であり、表現の自由は美術の命です。今、人類

は核兵器・原発問題、地球環境の破壊など、地上の生命の存亡に関わる課題を抱えて

います。 

思想、信条、流派、作風のちがいを超えて、平和と美術を愛する人びとが、平和への

意志を表し、広く人びとの支持を求めます。その場として「ぎふ平和美術展」を開き

ます。同じ目的のために、国の内外との交流をはかります。 

 

２０２２ ／ 第５２回 

ぎ ふ 平 和 美 術 展 

 

  8月 1０日（水）～1５日（月） ぎふメディアコスモス「みんなのギャラリー」 

 

■ 搬入     8月９日（火）10: 00～12:00 

 

■ 開会式    8月 1０日（水）10: 00 

 

■ 出品者の集い 8月 1５日（月）13：30～15：30 

 

■ 主催 ／ ぎふ平和美術展実行委員会 

 

■ 後援 ／ 岐阜県教育委員会・岐阜県ユネスコ協会 

     岐阜県芸術文化会議・岐阜市芸術文化協会 

   助成 公益財団法人岐阜県教育文化財団 
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  2022 年 ＜ 巻 頭 言 ＞  
 

「戦争と若者・・遺された声に応えねば」 
 
           ぎふ平和美術展実行委員会 

               会長 吉 田 千 秋 

 

第 52回を迎えた「ぎふ平和美術展」は、ロシアのウクライナ

侵攻によって引き起こされた戦争の最中に開催されたので、一刻

も早く終結する強い願いに満ちあふれていた。“NO WAR” ”銃撃

はいやだ”という直截なタイトルの絵画や、”戦争は女の顔をして

いない”という著名なノーベル賞作家の作品名の書などに混じっ

て、20名余りの高校生の写真が特別展示された。友だちや家族の

何気ない日常の穏やかな、暖かい光景を切り取った一枚一枚で、

若者たちなりの平和への想いを表現したもので好感を持った。 

そこでふと、日本のあの戦争によって犠牲になった若者たちの

ことを想い浮かべた。ボクは戦争末期に大阪城近くの下町生まれ

だが、江州（滋賀県）に姉と疎開していて、大空襲の記憶もほと

んど無い。幸い、父母も二人の兄も戦争の犠牲になっていない。 

でも、平和と民主主義の申し子よろしく、そう大した理解もな

いまま、「戦争反対」「原爆許すまじ」「安保反対」の声をずっと挙

げてきた。その中で、自分と同じ若者が、学問や芸術の道を戦争

によって奪われ、無念の声を遺したことをいろいろ知った・・『き

け わだつみのこえ』や、「無言館」の戦没画学生の絵画などで。 

近年これに加え、三重県伊勢市の出身で、映画制作志望の詩人竹

内浩三に関心を持ち、梅雨明けの先日、伊勢に出かけた。浩三の

墓は伊勢神宮の南に聳える朝熊（あさま）山中の金剛證寺にあり、

その横にもっとも有名な「戦死やあわれ」の詩碑がある。「アア 

戦死ヤアワレ 兵隊ノ死ヌルヤアワレ コラエキレナイ サビシ

サヤ 国ノタメ 大君ノタメ 死ンデシマフヤ ソノ心ヤ  

竹内浩三」と。 

 この碑文は、32行の最後 7行を印刻したもので、浩三の

戦争観の核心部分である。今回、昨年の生誕 100年記念に立

てられた記念パネル「よく生きてきたと思う」や、記念碑

「生まれてきたから 死ぬまで 生きてやるのだ。ただそれ

だけだ。」も見ることができた。 

 浩三は、1942年に日本大学専門部映画科を半年繰りあげ

卒業で入営し、結局は一兵卒として 23才で、「1945年 4月

9日、フィリピンにて戦死」、という 1枚の公報のみが、戦

後の 47年 6月に姉の元に届けられた。まさに「遠い他国で 

ひょんと死ぬるや」である。 

 このように遺した浩三たちの声にどう応えるのか。その責

務の柱は、青春を無惨に奪う徴兵制も可能な改憲のたくらみ

を阻止することではなかろうか。 

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
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  第 52 回展 開会式の報告 
 
日時 2022年 8月 10日（水）10:00～ 

場所 ぎふメディアコスモス みんなのギャラリー 

参加 ８７名 

役割 司会：布山 記録：伊藤 写真：松野 

 
開会挨拶 
ぎふ平和美術展実行委員会 会長 

           吉田 千秋 

祝辞Ⅱ 
岐阜県美術館副館長・学芸部長  

                正村 美里様 

祝辞Ⅰ 
岐阜県ユネスコ協会副会長    

                 大塚 節子様 

  

司会 
ぎふ平和美術展実行委員 

布山 淳一 
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       ■自分の作品について■ 

浅野 暁渚  平和を祈り戦を悼む句を書きたいと思いました。 

安藤 秀川 「處断」とは、きっぱり決断するという意味。 

安藤 由子  コロナの収束を願い、平和を願い希望する。 

飯田 幸子  ウクライナ市民の悲しみと怒りを表現。ロシアは侵略をやめて！！ 

石川 夏舟  シンプルなパネルに空間をとって言葉を印象的に伝えたい。 

市原 詔子  「核実験」の句について＊原爆投下から半世紀に２３７９回 

の核実験が行われ核兵器開発が世界に拡散していった。 

伊藤 薫   ロシアのウクライナ侵略から第２次世界大戦の独ソ戦で 

多くの女性が参戦した証言集。  

伊東 祐朔  憲法９条は人類の宝です。人間以外の動物には同種間の殺しを

目的とした争いはありません。残虐非情な人物を「血も涙もな

い野獣のような奴」との表現がありますが事実ではありませ

ん。それを言うなら「血も涙もない××××のような輩」と言

うべきです。 

今岡 紀子  和紙のもつ温かさが作品に現れるようにと願っています。 

上田 紅華  黒人差別撤廃を求めたワシントン大行進での、マーチン・ルー
サー・キング師のスピーチより。 
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上野 芙美  のどかな風景や家族の楽しみも平和であってこそ。戦争は絶 

対いやです。 

大竹 春夫  円空の母を思って製作した。平和な世の中を願って。 

奥住 易之  中国 古典の書に学ぶ。 

可児 芳春  赤い色が出ました。 

河合ますえ  山鳥を望遠レンズでスタンバイ。あまりの大きさに慌てて 

標準レンズでシャッターを切りました。 

川上喜八郎   柿渋で染めた戦前の新聞紙に書きました。 

川口 和廣  居住地付近の風景画 

河野 千尋  書道教室で今年の作品展用の作品。先生の見本を参考。 

桐山 要   身近なところで平和を考えてみました。 

栗田 庸市  平和を願い切り絵を貼り絵のようにテーマを出会いで作 

りました。         

後藤まり子  白川郷の茅葺きにかかる放水の美しさ。 

桜井 邦彦  昨年８月の相棒。 

佐々木香魚  米・北鮮・中国と核の脅威が強くなった今真剣に考えたい。  

香木会    多くの隣人、建物、未来を壊され続けているウクライナで早く戦争が 

終わり平和になるように。 
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座馬 乙葉  ロシアによる侵略戦争が始まったころに作った自詠の歌。 

鈴木 敏史  樹齢１５０年にもなる欅の大樹。毎年新しい芽が育ち命を引き継ぐ。 

何気なく目にしている樹にも思わぬ美しさが宿る。 

鈴木麻智子  原爆詩の作者の叫びを絵画で表現したいという思い。 

       ゴーシュと動物たちのこんな演奏会があればいいなと空想。 

台岳 巌雄  童子の表情。内面を表現したい。 

高野 陽美  毎日の報道のなかで一番心に残ったシーンでした。 

高橋 明宏  写実表現 リアリズム 精密画 

高橋亜友子  世界平和を祈願して、夏の歌を書きました。 

高橋いそ子  残布まで使い切る方法として丸い玉を作り草木の循環を表す種とした。

色も大きさも違うが願いはひとつ。 

竹内 嘉彦  残雪の山麓を背に広大な梅林が咲き誇り、まるで桃源郷のようで 

早春の聲を聞くことができた。 

田中 勇   滝と光苔に魅力を感じて撮影。   

永井 静景  ロシア・ウクライナ両国の豊かな名曲が悲しんでいる。平和  

       のおとずれを強く望む。 

長島 栄峰  戦闘機じゃなく、平和の白い翼をください。 

二橋すみ子  私のふる里になつかしさを、オリジナル作品を作りました。 

布山 淳一  いのちの大切さを絶滅危惧種とコロナ、戦争を乗り越える人 
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東濃実業高校写真部 

 

今井 春奈  普段通学で利用している駅の静けさをモノクロ写真で表しました。 

今井弓月姫  妹達と散歩している所を撮影しました。 

岡田 咲希  ２・3人の手を使って撮りました。あえてモノクロにした 

のもポイントです。 

亀井 美佳  強い風を受けている写真部員を撮りました。 

日下部 花  人物を真ん中にし、インパクトのある一枚にしました。 

小林  凛  ボクシングをしている子どもたちを撮りました。 

坂田 留菜  下から撮影する事で空は広いという事を表現しました。 

鈴木 莉央  清流里山公園で撮った。懐かしさのある一枚です。 

高山 蒼天  頑張って写真を撮った。 

谷口 七砂  カメラの設定の色味を青くして、あえて逆光で撮った。 

玉野 莉子  楽しそうに笑っている自然な姿を撮りました。いつまで 

も変わらない友情が伝わると良いです。 

西尾 彩華  夏の暑さをひまわりで表そうと頑張りました。 

原  彩月  桜の道を歩く少女と桜全体とのバランスが美しくなるよ 

う撮りました。 

堀田 若芭  夕暮れのセンチメンタルな雰囲気と今しかない高校生の 

青春っぽさを一枚に収めました。 

松永 明来  会話している様子が伝わるように撮りました。 

三輪奈央花  緑の草原の中に立っている美しい女の子を表せるように 

しました。 

山下 和香  人物の表情や光の入り方に気を付けて、暖かい色味にな 

るように撮影しました。 

山田 彩乃  希少な外撮影の時が到来した。シャッターチャンスを逃 

がさないように、すばやく撮りました。 

若原 春菜  日常の祖父と祖母の様子を撮りました。写真は時を止め 

ることができるので、この一瞬が続くようにと思い、撮影 

しました。 

渡邉 結衣  光の加減を意識しました。 

渡邉 伶波  写真部の活動中に夕日に照らされ壁に映った友人の姿を 

撮りました。 

 

 

 

 

       によってその希望をあらわしたい。 

布山 幸子  笑顔を失う出来事ばかりの今日、笑う明日にしたい。そんな気持ちを 

２ひきの虎に込めて。 

原日菜子   時代を超えて、国境を超えて、「超えて」に着想を得て描いた作品です。 

東 均    現在の社会・世界情勢を思い。 

日比野信之  平安か鎌倉か製作年代不明の臼杵石仏。なにも知らない人々 

       に仏とは何かを説くために石仏＝絵文鳥でもって語りかけている。 

平田 牧三  関市小屋名の津保川畔。木版画。早春の鯉のぼり。 

広瀬 泰正 「Ｎｏ Ｗａｒ」の声をあげよう。 

堀野 慎吉  高校生和太鼓部の力強い演奏を組写真で表現。 

松岡 恵子  ロシアのウクライナ侵攻が始まって間もなく朝日歌壇に発表された 

中津市の瀬口美子さんの歌に涙が止まらなかった。 

宮島美由紀  早く平和が訪れることを願って書きました。 

村田 裕行   妻との思い出 

矢島 秀漣  朽ちても尚残る花 かおる の表現工夫 

山口 真澄  風を擬人化して立体表現しました。（原型スチロール⇒FRP成型⇒塗装 

山下 一枝  赤坂の町の中を走る線路。石材運搬用に使われている。 

山田 米彦  一瞬の閃きを下絵に書き版木を作り和紙に刷りながら又構図も色共修正しな

がら完成させました！ 

若尾 栄子  関の中池公園によく歩きにでかけます。その夏草を描きました。 

渡辺 賢一  人類の未来について警鐘を鳴らすと共に希望も表現したい。  

渡部 優姫  般若心経を”ココロ文字”でカラフルに明るいイメージで表現し、 

また般若心経から自分が得た思いを書きました。 

渡辺 北嶺  中国の書家の書体を見て書いた。 
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岐阜平和美術展実行委員会規約 
 
             第 1章    総    則 
 
第1条 本会は、岐阜平和美術展実行委員会と称する。 
第2条 また、「岐阜平和美術（G.P.A）」と略称することができる。 
第3条 本会は、趣旨に従って、毎年 1回「ぎふ平和美術展」を開催するとともに 
、必要な事業を行い、参加者の親睦と研鑽を図る。 
第4条 本会の運営のための事務局を事務局長宅に置き、連絡所を岐阜市に置く。 

 
第 2章    役    員 

 
第5条 本会は、次の役員を置く。  

会長 1名、 事務局長 1名、 事務局次長 若干名、 
記録 2名、 財政 2名、 会計監査 2名  

第6条 本会には、必要な専門部と展覧会委員を置き、部長の他に若干名の部員を置く。 
第7条 本会には、地域世話人を置くことができる。 
第8条 上記の役員の任期は 1ヶ年とする。ただし再選を妨げない。 
第9条 役員の選出は、総会で行なう。 
第10条 本会の役員は、次の実務を分担する。 

１． 会長は、事務局長の助言を得て本会を代表する。 
２． 会長に事故ある時は、その任務を事務局長が代行する。 
３． 事務局長は、会長に助言し、運営と渉外の実務を統轄する。 
４． 事務局次長は、事務局長を補佐する。専門部、展覧会委員に属する。 
５． 財政は本会の財産・金銭の管理の任にあたる。 
６． 会計監査は、本会の財務実務を監査する。 
７． 各専門部は、分担した実務を、計画・提案・実行する。 
８． 地域世話人は、各地域の委員と協力し、地域での出品と作品搬送のとりまとめ 

にあたる。 
 

 
第 3章    運    営 

 
第11条 本会は、毎年、総会を開催する。臨時総会は必要に応じて会長および事務局 

 長が招集する。また、会員の過半数の要請があれば、会長および事務局長は臨時 
 総会を開かねばならない。 

第12条 総会は、事前に委員に通知し、出席者の三分の二以上の賛成をもって議決する。 
第13条 総会は、次の事項を協議する。 

１． 役員の選出・承認 
２． 本会の年間事業計画の決定 
３． 決算の承認と予算の決定 
４． 各専門部の実務の計画と分担 
５． その他の重要な事項（展覧会開催のための総会）   

第14条 事務局は、必要により専門委員会を設けることができる。 
第15条 事務局長は、総会の決定に従い事務局会議を招集して会の運営に当たる。 
第16条 事務局会議は、事務局長、事務局次長、記録、財政で構成する。 

  
第 4章    会    計  

   
第17条 本会の会計年度は、毎年 1月 1日に始まり、同年 12月 31日に終わる。 
第18条 本会運営のための経費は、出品料、事業収入、公共団体からの助成金、 

寄付金をもってあてる。  
第19条 会計監査は、期末役員会前に監査を実施する。   

 
             付    則 
 
第1条 本規約の改廃は、総会の承認を得るものとする。 
 
2019年 3月 21日総会にて 第 11条「２回の総会」を「総会」とする。 

－１２ － 



 

 

 

 

 

－２ ２ － 



 

  

－３２ － 



 

2022年 第 52回展 

岐阜平和美術展実行委員会の報告 
 

第 1回 2月 6日（日）9時 30分から 南部コミュニティ－ 
・2021年の収支決算    
・役割分担 
 

第 2回 3月 20日（日）9時 30分から 南部コミュニティ－ 
・総会に向けて 
 

総会 4月 29日（祝日）10時から ぎふメディアコスモス 
・第 52回展 ・収支決算報告と予算案 
 

第 3回 5月 15日（日）9時 30分から 南部コミュニティ－ 
 ・案内はがきチラシ配布・出品者へ発送作業 
 
第 4回 7月 17（日）9時 30分から 南部コミュニティ－ 
 ・第 52回展の最終確認 
 ・開会式挨拶者の確認 
 
搬入 8月 9日（火）午前 10時から ぎふメディアコスモス 
 ・出品者 122名 ・作品 153点 
 
開会式 8月 10日（日）10時 5分から ギフメディアコスモス 
 ・来賓挨拶     本会長 吉田 千秋 
  岐阜県ユネスコ協会副会長 大塚 節子 様 
  岐阜県美術館副館長 正村 美里 様 
 
搬出 8月 15日（月）午後 4時から ・鑑賞者出品者の集い 
 
第 5回 8月 28日（日）9時 30分から 南部コミュニティ－ 
 ・第 52回展の課題・機関誌作成の確認 
 
第 6回 9月 25日（日）9時 30分から 南部コミュニティ－ 
 ・機関誌の編集作業 
 
第 7回 10月 30日（日）9時 30分から 南部コミュニティ－ 
 ・機関誌の発送作業 

 

  第 52 回展のまとめ 

       事務局 伊藤 薫 

 まだ続くコロナ感染の中、他国への侵略戦争が２月に勃発

し、また国際社会も阻止できないことに驚愕している。 

今回、ウクライナ国旗と同じ黄と青の紙を使った書など、

戦争と平和をテーマにした作品が数多く出品された。また、

前回、初出品の方は作品レベルの高さに、今回はより良い作

品になるように努力したと述懐された。初めてと思われる陶

芸作品や、療養中の母の作品を娘が母のために出品された。 

ぎふ平美展は主に出品料のみの運営で、半世紀あまり続け

てきたが、減少傾向に支出削減のため、個性的だった機関誌

のサイズを変更した。事前の出品者を把握しないまま搬入日

を迎える不安、そして、今後も継続できるかの心配と尽きな

いが、今までも、今後も、実行委員の献身的な努力に支えら

れている。今の実行委員が一人でも欠けたとき、ぎふ平美展

は終焉する。 －４２ － 

ぎふ平和美術展ホームページ 

http://www13.plala.or.jp/gifu - heibiten  



 

 

ご協力搬入所 

  モリシタ画廊・高山市本町 3- 50 

  上宮寺・岐阜市大門町 12 

  加藤画材岐阜店￥岐阜市司町 32 

  加藤画材大垣店・大垣市林町 7- 767- 1 

  喫茶ダジュール・海津市海津町馬目制法 417- 1 

  飯田・羽島市江吉良町 421- 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岐 阜 平 和 美 術 展 実 行 委 員 会 
 

  事務局 〒501- 3946 関市津保川台 2- 16- 1 

            TEL/ FAX 0575- 28- 5177 

  連絡所 〒502- 0878 岐阜市金華町 2- 1（座馬惇子方） 

            TEL 058- 231- 9845 

  

 
ぎふの平和と美術  ５２ 
 第 52回岐阜平和美術展機関誌 
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